
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

0.87

10,925

124,342 91,704

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

引き続き砂防指定地等の適正な管理を行う。

目標に対

する成果

の状況

目標を上回るボランティア活動の実施により、砂防指定地等の適正な管理を実施した。

 概算事業費（B（A）+C） 135,267 99,460 87,306

7,756 6,885

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越 0

0

概　算

人件費

1.32 0.98

保守点検等業務委託 直接

使用料 直接

Aの

財源

96,421 80,421

102,343 58,561 42,561

0

0 0 0

37,860 37,860 37,860

0

軽井沢測候所移設 直接 測候所移設に伴う県設備の移設実施

無線局再免許申請 直接 申請手数料、申請書作成業務

0

成果目標の達成状況

項目 H26末

250回

115 0

0 2,000 0

0

目標 成果 達成状況

300回

以上

達成

80,421

0 0

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度28年度28年度28年度

維持管理ボランティア

活動回数

砂防見張所処分 直接 不用品処分業務の実施

　　４　災害に強い地域づくり 実施期間 ～

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）

【左記の説明、根拠法令等】

砂防法、地すべり等防止法、急傾斜地法、砂防等施設維持管理ボランティア活動支援事業実施要領等

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail sabo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

４－１　地域防災力の向上

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・

確かな暮ら

し実現総

合戦略

信州創生の基本方針

事業番号 11 06 01 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 砂防管理費砂防管理費砂防管理費砂防管理費
担

当

課

部局 建設部

課・局・室 砂防課

無人航空機維持管理経費 直接

96,421 80,421

合計（A) 140,203

身分証明書の印刷 直接 身分証明書600部購入

398回

29年度

0 0

当初予算 132,203

成果目標・

事業内容

項目 実施方法 H28事業実績

土砂監視施設等電話料

電波利用料 直接

補正予算 8,000

1,331 250

浅間山火山噴火警戒システム無線局電波利用料 64 64 64

0 2,574

0 18 0

合計 96,421 91,704

無人航空機の保険料、安全運用技術講習会業務 1,750

300回

以上

330回

土砂災害情報公開用サーバ等保守管理業務

土砂監視施設保守点検業務

76,845 75,694 56,889

浅間山火山噴火警戒システムケーブル共架等使用料

蛇峠中継局道路使用料

1,514 826 1,514

砂防指定地等の適正な管理により、土砂災害から生命・身体を守り、安全な暮らしの確保を図る。

Ｈ28
H29

目標

H27末

施策展開

 砂防等施設維持管理ボランティア活動支援事業
直接

砂防等施設の維持管理ボランティア活動に対する支

援

2,546 2,335 2,546

H29

（当初） （決算） （当初）

標識標柱購入・建込 直接 砂防指定地等の標識・標柱の購入設置 2,057 998 1,708

砂防指定地等の適切な管理により、土砂災害から生命・身体を守り安全な暮らしの確保を図る。

砂防法等に基づき、指定地標識の適切な設置に努めている。

土砂災害監視装置等の保守点検、不良箇所の修繕を実施し、雨量情報の確実な監視収集に努めている。

（単位：千円）　

H28

直接 土砂監視施設に係る電話、通信料 3,878 2,743 2,885

土砂監視施設等電気料 直接 土砂監視施設に係る電気料 5,365 4,512 4,933

土砂監視施設等修繕 直接 土砂監視施設の修繕 2,402 1,070 7,058


